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国立大学法人岩手大学 中期目標

（前文）大学の基本的な目標

岩手大学は、地域における知の府としての役割を果たす教育研究の場、すなわち、岩手の風土に

根ざした“イーハトーブの学び舎”として、教育、研究、社会貢献活動を推進する。教育について

は質を保証する教育プログラムの展開、研究については本学の特色を活かした地域課題研究及び独

創的な研究の推進、社会貢献については教育機関・自治体・産業界などとの連携強化を図る。これ

らの取り組みを通して、国際的な視野を持ち、幅広い教養と深い専門性を備えた多様な人材、高度

専門職業人及び研究者の育成を目指すとともに、持続可能な共生社会の形成に寄与することを使命

とする。

◆ 中期目標の期間及び教育研究組織

１ 中期目標の期間

平成２２年４月１日～平成２８年３月３１日

２ 教育研究組織

この中期目標を達成するため、別表に記載する学部、研究科を置く。

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標

１ 教育に関する目標

(1) 教育内容及び教育の成果等に関する目標

、① 幅広い教養と深い専門性を備え 持続可能な共生社会の形成に寄与する人材を育成するために、

学士課程教育を充実する。

② 卒業生の質を保証するために 「学習成果」を明確にし、客観的な成績評価を行う。、

③ 社会のニーズを踏まえた人材養成目的に沿って修士課程、博士課程を充実する。

④ 国際的視野をもった人材育成のため教育の国際化を推進する。

(2) 教育の実施体制等に関する目標

① 教育の質の保証に資するため、教育実施体制を見直し整備する。

② 情報通信技術を積極的に活用して、教育内容・方法の改善を図る。

(3) 学生への支援に関する目標

① 多様な学生のニーズに応える学生支援を推進する。

② 正課外活動や学生生活を通じて豊かな人間性や協調性、社会性等が養われる環境の整備を進め

る。

２ 研究に関する目標

(1) 研究水準及び研究の成果等に関する目標

① 特色ある研究や水準の高い研究を重点的に推進する。

(2) 研究実施体制等に関する目標

① 戦略的な資源活用を通じて、研究環境を整える。
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３ その他の目標

(1) 社会との連携や社会貢献に関する目標

① 知の府として、産学官における組織的な連携をさらに深めて、地域の自立と活性化に先導的に

取り組む。

② 学術文化の拠点として、次代の地域を担う人材の育成に取り組む。

③ 岩手県内をはじめとする他大学との教育連携を推進する。

④ 北東北国立３大学の連携を推進する。

(2) 国際化に関する目標

① 海外の大学との教育交流及び研究交流を推進する。

(3) 附属学校に関する目標

① 教員養成に関わる教育研究の支援機能を強化するとともに、管理運営の在り方を見直す。

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標

１ 組織運営の改善に関する目標

① 社会動向やニーズを視野に教育研究組織の再編を行う。

② 効率的な大学運営に資するため、人的資源を有効に活用した組織運営の改善を行う。

２ 事務等の効率化・合理化に関する目標

① 本学の教育研究目標を実現するための、機能的・効率的な事務体制を整備する。

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標

１ 外部資金、その他の自己収入の増加に関する目標

① 本学の教育研究機能を高めるため、外部資金の積極的獲得に努める。

２ 経費の抑制に関する目標

(1) 人件費の削減

① 「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律 （平成１８年法律第４７」

号）に基づき、平成１８年度以降の５年間において国家公務員に準じた人件費削減を行う。更に

「 」（ ） 、経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００６ 平成１８年７月７日閣議決定 に基づき

国家公務員の改革を踏まえ、人件費改革を平成２３年度まで継続する。

② 本学の教育研究等の目標達成のために必要な人員の確保と効率性を勘案しつつ、適正な人員管

理を行い、人件費の削減に努める。

(2) 省エネ・省資源の促進による経費の削減

① 省エネ・省資源意識を涵養し、経費の抑制に努める。

３ 資産の運用管理の改善に関する目標

① 資産の有効利用を図る。
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Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

１ 評価の充実に関する目標

① 評価結果に基づき、教育研究活動の一層の改善を図る。

２ 情報公開や情報発信等の推進に関する目標

① 大学の教育研究の活動状況について、戦略的に情報発信を展開する。

Ⅴ その他業務運営に関する重要目標

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標

① 計画的な施設整備を推進する。

２ 安全管理に関する目標

① 教育研究環境の向上のため、安全管理体制の充実に努める。

３ 法令遵守に関する目標

① 法令に基づく適正な法人運営を推進する。

② 情報セキュリティポリシーに基づく運用体制により、情報セキュリティを充実・強化する。
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別表（学部、研究科等）

学 人文社会科学部

教育学部

部 工学部

農学部

研 人文社会科学研究科

究 教育学研究科

科 工学研究科

農学研究科

連合農学研究科

参加大学

弘前大学

山形大学

帯広畜産大学

岐阜大学大学院連合獣医学研究科（参加校）


